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滋賀県 

                           湖南市 

 

今月のイチオシ「花と緑の滋賀シリーズ」 

湖南市に自生する「うつくし松」を発信します 

 

 

 

 今回は、湖南市の木である「うつくし松」と地域活動について紹介します。 

 

 

★うつくし松とは・・・ 

 うつくし松は、湖南市平松の美松山
びしょうざん

の斜面だけに群生する、根本近くから幹

が複数に分かれた美形の極めて珍しい松で、その自生地が国の天然記念物に指

定されています。 

平安時代に藤原頼平が静養でこの地を訪れた際、松尾神社の使いの童女が現

れ、周囲の木を美しい松に変えたという伝説があり、神秘的なムードをたたえ

た湖南市の名所となっています。 

 

 



【ここがイチオシ!!】 

うつくし松の自生地が、大正 10 年（1921 年）３月３日に天然記念物とし

て国の指定を受け、そこに現在、約 150 本が自生しており、樹齢１３０年以上、

高さ約１６m になるものもあります。独特の形の理由は、自生地の土質（砂が

交じった赤粘土）が原因と言われていましたが、最近の調査で劣性遺伝による

ことが判明しました。樹形は、扇型（上方山形）、扇型（上方やや円形）、傘型

（多形型）、ホウキ型の四型式に分類されています。 

うつくし松は、年間を通してきれいな緑色をしていますが、特に夏場は生き

生きとした緑色が映えます。また、春には桜のピンク色とのコラボレーション

がとてもきれいです。ぜひ一度現地にお越しください。 

 

◆古来からの名所 

うつくし松の自生地は東海道に近く、古来より松の名所として知られており、

街道を往来する人々にも注目されていました。寛政９年（1797 年）の『伊勢

参宮名所図会』や『東海道名所図会』、浮世絵にも紹介されています。 

 

 

 

 

 

 

 

歌川広重画              美松山の図 （「千歳集」による） 

平松山「うつくし松」         水口藩画師 平為寿 筆 

 



◆うつくし松若木育成事業 

現在、約 150 本のうつくし松が実存していますが、昭和 53 年頃からまつく

い虫の被害に遭い、毎年数本が枯れていく事態となっています。 

 そこで、昔懐かしい風景を取り戻したいという思いから、地元である平松区

の支援のもと、平成 23 年に平松長寿会がうつくし松若木育成事業を立ち上げ

ました。うつくし松の種を採取し、若木育成畑に蒔き、若木育成に取り組んで

います。 

今年の４月には平松長寿会の指導のもと、三雲小学校の生徒 84 人が種と苗

の植付を行いました。育った若木は、卒業生が自生地に移植するなど将来につ

ながる取組を拡げていく予定をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★うつくし松を巡る 

○９月８日（金）ＪＲハイキング 

「うつくし松」から伝説の中に出てくる「松尾神社」を巡るルートでＪＲハ

イキングが予定されています。事前申し込みは不要です。 

「北島酒造」では、店内で試飲販売および蔵の見学もできます。 

（当日のルート） 

9：20 甲西駅 → うつくし松 → 松尾神社 → 北島酒造 → 12：30 甲西駅 

  

○11 月 25 日(土)、26 日(日) 『湖南市東海道ウォーク みちくさコンパス』 

 湖南市の旧東海道を巡ることができます。スタンプラリーでは、”古人の歩い

た”湖南市の旧東海道のラリーポイント 26 ヶ所を辿りながらスタンプを集め

ます。 

「うつくし松」や湖南三山のひとつ「長寿寺」など湖南市の名所を楽しんで

いただけることはもちろん、美しい紅葉も堪能いただけます。 

 

○「湖南三山」と「十二坊温泉ゆらら」 

湖南市には、「湖南三山」と称する本堂が国宝の３つのお寺「常楽寺」「長寿

寺」「善水寺」があります。これらの寺は、うつくし松からそれぞれ車で約 20

分ほど走ったところにあります。秋になると、紅葉がとても美しく魅力的です。 

 「善水寺」では、寺号の由来となった湧水を持って帰ることができます。ま

た、善水寺の近くには 100％天然温泉で神経痛や筋肉痛に効能がある「十二坊

温泉ゆらら」があります。ドライブやハイキングで疲れた体を温泉で癒し、う

つくし松とあわせて湖南市の豊かな自然を満喫してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ】 

 湖南市役所 秘書広報課 

 電話：0748－71－2300  FAX：0748-72-1467 

 メール：kouhou@city.shiga-konan.lg.jp 

今月のイチオシとは 

知事定例会見で、県内の市町の地域資源を１つずつ紹介。 

ねらいは、 

１ 各市町の情報発信力の向上 

２ より季節感のある話題提供 

３ 県内各地域、ひいては県全体のブランド力の向上 

４ 県と市町の広報発信ネットワークの構築 



【ウツクシマツとは】 

 ウツクシマツ（Pinus densiflora Sieb．et Zucc．from．umbraculifera Miyoshi）

の樹形は、庭木として用いられる多形松（Pinus densiflora var．umbraculifera Mayr）

に似ていますが、同じ傘型でも樹形に変異があり、樹形は四型式に分類されています。 

 Ⅰ．扇型（上方山形） 

  地際から 1.5～２ｍのところで、幹がいくつかに分岐し、扇状となり、樹冠の上部が山

形になっています。 

 Ⅱ．扇型（上方やや円形） 

  Ⅰと同型ですが、上方がやや円くなっています。 

 Ⅲ．傘型（多形型） 

  地際から幹が多数分岐し、樹冠は傘状に拡がっています。 

 Ⅳ．ホウキ型 

  幹の分岐のしかたはⅢと同じですが、樹冠の拡がりが狭くて全体がホウキ状になって

います。 

 

かつて、ウツクシマツの特異な形態は、特殊な土質（砂礫を交えた粘質な赤土で土層は浅 

く、一部に岩盤が露出している）の影響によるものと考えられてきましたが、平成 14年 

（2002）に太田明氏の研究によって劣性遺伝であることが判明しました。 

 








